
B ドジョウ種苗量産試験

調査目的

ドジョウ養殖に必要な種苗を人為的に安定量産する方法を見出し養殖の確立化をはかる。

E 調査内容

1. 試験期間;昭和 48年 6月九 48年 11月

2. 訴験場所;黒Ai養魚場

3. 担当者;淡水養殖課

主任研究員

技 師

黒石養魚場

技 師

4. 試験項目

(1) 種苗生産試験

(2) 魚体測定調査

5. 試験方法

(1) 種苗生産試験

青 日i 禎 夫

原 口 健

鈴 木 史 紀

硬質ビニール板で、仕切コた一面 1i 6 m"の水田 9面Jこ、 1面あたり 100尾の雌と 300尾の

雄親魚を放流し、天然産卵によって得られた稚魚を種苗化出来るまでに養成しTふ

餌料は天然で発生するもののほか、コイ用ベレ y ト 15 0 g、魚粉 10 0 gを各池に毎日与え

t::_。

(2) 魚体測定調査

放流稚魚および生産稚魚の魚体測定を実施した。

E 調査結果

1. 種苗生産試験

放流魚および生産稚魚の概況は第 1表のとおりで、 9面の水田利用池で合計 18.05kgゆり 15，000

尾)の稚魚ドジ 1 ウを生産することができた。

これらの稚魚は魚体測定項目(後記)でも示すとおり、養殖用種苗として充分使用出来るサイス

のものである。

しかし、天然の生産力を活用するという目途は達したものの、その生産量は期待した数量までに

は至らなかった。

2. 魚体測定調査

稚魚生産用に放流した親魚の測定結果を第2表に、生産された稚魚の測定結果を第 3表に示したじ

生産稚魚は平均全長が 6.64 c m ( 2回測定の平均値)で養殖用の種苗として使用出来る大きさ

であった。

W 試験の成果および今後の課題

天然の生産力を利用して養慣用種苗を生産することができたが、生産量は低水準にとどま♂〉た

今後は天然生産力だけでなく積極的な給餌を施し、生産力を高めながら稚魚を量産するための検討

が必要と思われるu
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第 l表 親魚放流、稚魚取り上げ数量

親魚放流 生 産 稚 魚 取 り 上 げ

池NO 年月 日
48.6.26 48. 10. 17 .18. 10. 18 48. 10. 20 48.10.21 48. 10.22 48. 11. 7 言十

~ :100尾
kg kg kg kg kg kg kg 

l (1867:230k0g尾) 1.2 o. 3 。 o. 3 0.05 0.1 1. 95 

(0.75kg) 

2 11 1.0 o. 2 。 0.1 o. 1 o. 1 1.5 

3 11 o. 7 o. 8 。 o. 1 0.05 o. 1 1. 75 

4 11 1. 1 o. 3 。 o. 1 。 o. 3 1.8 

5 11 1. 1 o. 7 。 o. 2 。 0.0 2.0 

6 11 1.0 o. 6 o. 3 o. 1 o. 1 o. 7 2.8 

7 11 1. 3 o. 5 o. 2 。。 o. 1 。 2. 1 

8 11 1.2 o. 5 。 。 。 o. 1 1.8 

9 11 1.7 o. 2 。 0.3 0.05 o. 1 2.35 

計
~ :900尾

10.3 4.1 o. 5 1.2 0.45 1.5 18.05 O :2700尾

第 2表放 流親 魚測定表

全 長(cm) 体 重 (g) 
雌 雄別 放流年月日 測定尾数

範 囲 平 均 範 囲 平 均 (尾)

9 48.6.26 11. 8 - 16.9 15.42 9.1 -27. 1 16.72 20 

8 11 6.6- 9.4 8目 38 1.6- 4.0 2. 5 20 

第 3表生産稚魚測定表

全 長(cm) 体 重 (g)
調4 定 年 月 日 測定尾数

範 囲 平 均 範 囲 平 均 (尾)

1 8. 1 O. 1 9 5.3 - 7. 3 6.82 0.6-1. 4 1. 11 30 

4 8. 1 O. 2 2 5.0 -12.2 6. 46 0.6 -7.6 1. 32 21 
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